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母
が
亡
く
な
り
、

空
き
家
と
な
っ
た

私
の
実
家
は
、
昨

年
９
月
か
ら
介
護

ヘ
ル
パ
ー
４
人
の

社
宅
と
な
っ
た
。

20
代
前
半
の
彼
女

た
ち
は
、
遠
く
ミ
ャ
ン
マ
ー

か
ら
働
き
に
来
て
く
れ
て
い

る
。
日
本
語
は
堪
能
で
、
勤
勉

で
あ
る
。
社
長
は
「
日
本
で
家

庭
を
持
ち
、
仕
事
を
続
け
て
ほ

し
い
と
思
っ
て
い
る
」
と
言
っ

た
▼
今
回
の
参
院
選
で
は
物
価

対
策
が
当
初
の
争
点
で
あ
っ
た

が
、
途
中
か
ら
外
国
人
政
策
が

争
点
に
加
わ
っ
た
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な

ど
で
排
外
的
で
差
別
的
な
言
動

が
飛
び
交
う
現
状
に
な
り
、
危

機
感
を
感
じ
た
の
は
、
私
だ
け

で
は
な
い
だ
ろ
う
▼
少
し
前
ま

で
は
、
外
国
人
実
習
生
の
低
賃

金
や
劣
悪
な
労
働
条
件
な
ど
、

大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
た
。

実
習
生
も
労
働
基
準
法
が
適
用

さ
れ
る
が
、
選
挙
戦
で
こ
の
問

題
を
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
は
触
れ
な

か
っ
た
▼
21
世
紀
は
、
グ
ロ
ー

バ
ル
社
会
と
言
わ
れ
て
き
た
が

全
く
の
逆
行
だ
。
欧
州
右
派
の

台
頭
、
ア
メ
リ
カ
フ
ァ
ー
ス
ト

を
掲
げ
る
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
影

響
か
？
え
ら
い
こ
っ
ち
ゃ
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８
月
上
旬
に
人
事
院
勧
告
が

出
さ
れ
る
と
、
い
よ
い
よ
賃
金

確
定
闘
争
に
向
け
た
動
き
が
本

格
化
し
て
い
き
ま
す
。
年
間
の

賃
金
闘
争
の
最
大
の
ヤ
マ
場
を

迎
え
ま
す
。し
か
し
一
方
で「
う

ち
は
人
事
院
勧
告
に
準
拠
し
て

も
ら
え
て
い
る
」
と
、
賃
金
改

善
要
求
を
行
わ
な
い
単
組
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
も
そ
も
労
働
基
本
権
制
約

の
代
償
措
置
と
し
て
の
人
事
院

に
よ
る
勧
告
制
度
は
、
あ
く
ま

で
国
家
公
務
員
を
対
象
と
し
た

勧
告
で
す
。

　

そ
の
問
題
点
と
し
て
、
迅
速

な
実
施
に
か
け
る
こ
と
や
、
政

治
の
力
に
左
右
さ
れ
第
三
者
機

関
と
し
て
の
役
割
を
果
た
せ
て

い
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
労
働
組
合
の
参
加
、
関
与

が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
も

大
き
な
問
題
と
言
え
ま
す
。
何

よ
り
、
地
方
自
治
体
の
実
態
に

即
し
た
勧
告
で
は
な
い
こ
と
を

理
解
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

勧
告
は
俸
給
表
の
改
正
を
行

う
だ
け
で
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う

に
運
用
す
る
の
か
は
含
ま
れ
て

い
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
国
家
公

務
員
は
10
級
ま
で
運
用
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
兵
庫
県
内
で
は
ほ

と
ん
ど
の
自
治
体
が
６
～
８
級

の
運
用
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
か
ら
県
内
全
自

治
体
で
支
給
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
地
域
手
当
で
す
が
、
近

隣
と
の
格
差
が
残
さ
れ
た
ま
ま

で
、
人
材
確
保
に
影
響
が
出
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
方
自
治
体
固
有
の
事
情
は
人

事
院
勧
告
で
は
考
慮
さ
れ
な
い

の
で
、
し
っ
か
り
と
労
使
協
議

を
行
い
賃
金
を
決
定
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
地
方
公
務
員
は
給
与

の
決
定
原
則
に
則
り
労
使
交
渉

を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

地
公
法
で
は
、「
職
員
の
給
与

は
、
生
計
費
並
び
に
国
及
び
他

の
地
方
公
共
団
体
の
職
員
並
び

に
民
間
事
業
の
従
事
者
の
給
与

そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し
て
定

め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、「
職

員
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他

の
勤
務
条
件
は
、
条
例
で
定
め

る
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
生
計
費
」
の
考
慮
に
は
働

く
者
の
声
が
反
映
さ
れ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
し
、「
そ
の
他

の
事
情
」
の
考
慮
に
つ
い
て
も

労
使
で
し
っ
か
り
と
協
議
を
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
さ
に

労
働
組
合
の
出
番
で
す
。

　

今
年
も
引
き
上
げ
が
想
定
さ

れ
て
い
る
人
勧
の
完
全
実
施
は

最
低
ラ
イ
ン
と
し
て
、
さ
ら
な

る
改
善
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

２ 人勧まかせにしない確定交渉に

米は高いか？

大 西 英 剛

現場実態を訴える交渉団
　

県
本
部
臨
時
非
常
勤
職
員
等

評
議
会
（
臨
職
評
）
は
、
５
月

19
日
に
県
市
町
振
興
課
と
県
教

育
委
員
会
に
要
求
書
を
提
出

し
、
６
月
25
日
に
交
渉
を
実
施

し
た
。
交
渉
で
は
重
点
項
目
で

あ
る
、
人
事
評
価
を
悪
用
し
た

雇
用
止
め
の
実
態
、
昇
給
上
限

の
廃
止
な
ど
を
訴
え
た
。

　

交
渉
団
は
、
加
西
市
で
人
事

評
価
が
雇
止
め
の
理
由
と
し
て

用
い
ら
れ
て
い
る
実
態
を
取
り

上
げ
、
加
西
ク
ロ
ー
バ
ー
労
組

は
「
公
正
・
公
平
で
な
く
、
透

明
性
の
な
い
評
価
が
さ
れ
て
い

る
た
め
、
当
局
に
評
価
基
準
を

提
示
し
て
ほ
し
い
」と
訴
え
た
。

県
か
ら
は
「
評
価
基
準
を
明
示

す
る
こ
と
は
当
然
必
要
。
加
西

市
に
伝
え
る
」
と
の
回
答
を
得

た
。

　

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の

施
行
か
ら
５
年
が
経
過
し
、
昇

給
上
限
に
達
し
て
い
る
自
治
体

も
増
え
て
き
て
い
る
。
丹
波
臨

職
労
で
は
「
４
年
働
く
と
昇
給

上
限
。
制
度
移
行
時
に
臨
時
職

員
で
４
年
以
上
の
経
験
を
持
つ

人
は
、
制
度
発
足
時
か
ら
一
度

も
昇
給
し
て
い
な
い
」
と
現
状

を
伝
え
た
。
県
か
ら
は
「
経
験

を
考
慮
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
が
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の

昇
給
に
つ
い
て
は
、
各
自
治
体

の
判
断
に
な
る
」
と
の
見
解
を

示
し
た
。
交
渉
団
は
、
40
年
働

い
て
も
新
人
と
１
万
円
し
か
違

わ
な
い
実
態
を
あ
げ
、「
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
が
っ
て
い

な
い
」
と
追
及
し
た
。

　

県
か
ら
は
「
不
適
切
な
事
柄

に
関
し
て
は
、
適
切
に
運
用
さ

れ
る
べ
き
旨
、
個
別
対
応
も
含

め
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
で
助
言
し
て

い
く
」
と
の
回
答
を
得
た
。

　

ま
た
、
交
渉
翌
日
に
出
さ
れ

た
総
務
省
通
知
に
は
、
会
計
年

度
任
用
職
員
の
給
料
の
上
限
に

つ
い
て
は
「
必
ず
し
も
上
限
を

設
け
る
必
要
は
な
い
」
と
の
総

務
省
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改
正
が
出

さ
れ
た
。
こ
う
し
た
動
き
を
背

景
に
、
さ
ら
に
改
善
に
向
け
た

取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
く
。

　

若
手
組
合
員
同
士
の
つ
な
が

り
を
深
め
よ
う
と
、
町
職
連
協

は
７
月
５
日
に
交
流
会
を
実
施
。

今
年
は
佐
用
町
の
利
神
城
跡
を

巡
る
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
で
、
11
町

職
か
ら
35
人
が
参
加
し
た
。

クイズ大会で盛り上がる
　

利
神
城
は
、
佐
用
町
平
福
に

あ
る
標
高
３
７
３
メ
ー
ト
ル
の

利
神
山
の
頂
上
に
築
か
れ
た
山

城
。
現
在
は
、
崩
落
の
危
険
が

あ
る
石
垣
な
ど
立
ち
入
り
に
制

限
が
あ
る
た
め
、
入
山
に
は
佐

用
山
城
ガ
イ
ド
協
会
の
案
内
が

必
要
。

　

当
日
、
参
加
者
は
「
道
の
駅 

宿
場
町
ひ
ら
ふ
く
」
に
集
合
し
、

ツ
ア
ー
が
ス
タ
ー
ト
。
歴
史
あ

る
宿
場
町・
平
福
の
街
並
み
の

ガ
イ
ド
か
ら
説
明
を
受
け
な
が

ら
、
利
神
城
へ
の
登
山
口
へ
と

向
か
っ
た
。
真
夏
の
厳
し
い
暑

さ
の
中
で
の
登
山
と
な
っ
た
が
、

参
加
者
の
ほ
と
ん
ど
が
無
事
に

天
守
丸
に
。
山
頂
か
ら
の
景
色

や
城
跡
の
雰
囲
気
を
満
喫
し
た
。

　

下
山
後
は
再
び
道
の
駅
に
戻

り
、
佐
用
産
の
神
戸
ビ
ー
フ
を

使
っ
た
「
ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ
丼
」

を
堪
能
。
疲
れ
た
体
に
染
み
渡

る
美
味
し
さ
で
英
気
を
養
っ
た
。

　

食
後
に
は
、
町
職
連
協
幹
事

が
出
題
す
る
「
労
働
組
合
」
や

「
自
治
労
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

チ
ー
ム
対
抗
ク
イ
ズ
大
会
を
実

施
。
初
対
面
の
メ
ン
バ
ー
同
士

が
協
力
し
合
い
な
が
ら
解
答
を

考
え
る
中
で
、
自
然
と
打
ち
解

け
、
笑
顔
と
会
話
が
あ
ふ
れ
る

時
間
と
な
っ
た
。

臨職対県交渉

が
ん
ば
っ
て
も
報
わ
れ
な
い

評
価
の
悪
用
と
昇
給
上
限
の
是
正
を

町職若手組合員交流会

組合のつながりを実感
心も体もリフレッシュ

１～２日　県本部現評総会・各種集会
（いこいの村はりま）

２日　県本部衛生医療評総会（ひょうご共済会館）
15日　県本部都市交評総会（県本部会議室）
21日　県本部単代会議（ウェブ開催）
25 ～ 27日　自治労全国大会（栃木県宇都宮市）

当面の日程



　　自治労兵庫県本部  （1993年９月６日　第三種郵便物認可）	 １ ６ ７ ８ 号　２ ０ ２ ５ 年 ８ 月 １ 日　　（�）

全労済自治労共済本部資料より引用

　

日
本
の
高
齢
者
数
は
、
現
在

３
千
２
百
万
人
、
人
口
割
合
で

は
約
３
割
を
占
め
て
い
る
。

　

高
齢
者
に
と
っ
て
、
ま
た
現

役
組
合
員
の
退
職
後
に
と
っ
て

も
、
高
齢
生
活
を
迎
え
る
時
に

年
金
・
健
康
・
福
祉
は
と
て
も
大

切
な
課
題
で
あ
る
。

　

今
回
、
私
た
ち
全
日
本
自
治

体
退
職
者
会
兵
庫
県
本
部
（
略

称
「
兵
退
連
」）
は
、
結
成
50

周
年
企
画
と
し
て
高
齢
者
福

祉
・
介
護
保
険
問
題
に
つ
い
て

講
演
会
を
開
催
す
る
。

　

言
う
ま
で
も
な
く
、
介
護
保

険
は
高
齢
者
福
祉
の
重
要
な
柱

の
１
つ
で
あ
る
。
そ
の
介
護
保

険
は
、
制
度
創
設
後
25
年
と
な

る
が
、
役
割
を
十
分
に
果
た
せ

て
い
な
い
。
今
回
の
学
習
会
に

参
加
し
、
そ
の
現
状
を
学
び
今

後
の
維
持
・
拡
充
に
向
け
一
緒

に
考
え
て
ほ
し
い
。

　

さ
て
、
私
た
ち
兵
退
連
は
、

１
９
７
５
年
、
県
内
６
自
治
体

の
退
職
者
会
が
連
絡
会
を
結

成
。
そ
の
後
、
名
称
変
更
し
、

現
在
15
単
会
、
会
員
数
５
千
人

と
な
っ
た
。
今
後
も
皆
さ
ん
の

協
力
を
お
願
い
す
る
。

退職者会兵庫県本部

介護保険のこれからを考える
あなたや家族の高齢生活は、大丈夫？

　

書
記
会
議
は
７
月
４
日
、
神

戸
市
内
で
総
会
と
研
修
会
を
開

催
し
、
26
単
組
45
人
が
参
加
。

　

総
会
の
冒
頭
に
、
尾
西
亮
太

郎
県
本
部
書
記
長
と
辰
巳
信
彦

書
記
会
議
退
職
者
会
会
長
が
駆

け
つ
け
「
厳
し
い
状
況
を
と
も

に
乗
り
越
え
て
い
こ
う
」
と
激

励
の
言
葉
を
寄
せ
た
。
続
い
て
、

新
年
度
の
活
動
方
針
と
今
後
２

年
間
の
幹
事
体
制
を
確
認
し
た
。

　

研
修
会
で
は
「
多
発
す
る
自

然
災
害
へ
の
備
え
」
と
「
応
急

手
当・Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
」
に
つ

い
て
、
日
本
赤
十
字
社
兵
庫
県

支
部
の
泉
恒
光
さ
ん・
宗
行
修

司
さ
ん
か
ら
講
演
を
受
け
た
。

能
登
半
島
地
震
で
の
迅
速
な
対

応
や
、
日
頃
の
備
え
の
重
要
性

に
つ
い
て
の
話
が
聞
け
た
。
Ａ

Ｅ
Ｄ
講
習
で
は
、
人
形
を
使
っ

た
心
肺
蘇
生
法
を
体
験
し
た
。

　

最
後
に
、
共
済
県
支
部
の
石

井
希
佳
事
務
局
長
か
ら
「
住
ま

い
る
共
済
」
の
制
度
説
明
が
あ

り
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
発
生

が
懸
念
さ
れ
る
中
、「
備
え
」

の
大
切
さ
を
改
め
て
認
識
す
る

機
会
と
な
っ
た
。

AED講習を受ける参加者

書記会議総会
に
青
年
部
・
女
性
部
の
地
域
別

交
流
会
な
ど
に
も
参
加
し
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
ま
と
め
、
終

了
し
た
。

　

第
27
回
参
議
院
議
員
選
挙
は

７
月
３
日
公
示
さ
れ
、
選
挙
区

の
75
議
席
に
３
５
０
人
、
比
例

代
表
（
改
選
数
50
議
席
）
に
１

７
２
人
が
立
候
補
し
た
。

　

自
治
労
は
２
期
目
を
め
ざ
す

組
織
内
候
補
の
「
岸
ま
き
こ
」

さ
ん
を
推
薦
決
定
し
、
選
挙
戦

に
挑
ん
だ
。

　

岸
さ
ん
は
全
国
を
駆
け
巡
り
、

組
合
員
に
「
公
共
サ
ー
ビ
ス
と

社
会
保
障
を
充
実
さ
せ
、
平
和

で
安
心
し
て
生
き
ら
れ
る
社
会

を
め
ざ
す
」
と
訴
え
た
結
果
、

全
国
で
14
万
７
千
票
余
（
兵
庫

県
で
は
３
２
０
０
票
余
）
を
獲

得
し
見
事
当
選
を
果
た
し
た
。

　

兵
庫
選
挙
区
で
は
、
13
人
が

立
候
補
。
連
合
兵
庫
は
立
憲
民

主
推
薦
の
泉
房
穂
さ
ん
と
国
民

民
主
党
の
多
田
ひ
と
み
さ
ん
の

新
人
２
人
を
推
薦
決
定
。

　

泉
さ
ん
は
82
万
票
を
獲
得
し

ト
ッ
プ
当
選
し
た
。
多
田
さ
ん

は
22
万
票
獲
得
し
た
が
一
歩
及

ば
な
か
っ
た
。

再選を果たした岸さん

　

県
本
部
青
年
部
と
女
性
部
は

６
月
21
～
22
日
、
赤
穂
市
「
赤

穂
ハ
イ
ツ
」
で
第
６
回
ひ
ょ
う

ご
青
年
女
性
大
交
流
会
を
開
催

し
、16
単
組
49
人
が
参
加
し
た
。

　

今
村
龍
乃
介
青
年
部
長
よ

り
、
交
流
す
る
こ
と
の
意
義
な

ど
を
踏
ま
え
「
笑
っ
て
楽
し
ん

で
交
流
を
深
め
る
２
日
間
に
し

て
ほ
し
い
」
と
の
あ
い
さ
つ
が

あ
り
、
続
い
て
、
常
任
委
員
よ

り
資
産
運
用
の
学
習
会
と
し

て
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
「
価
値

観
カ
ー
ド
」（
個
人
の
価
値
観

を
可
視
化
し
、
自
己
・
他
者
へ

の
理
解
を
深
め
る
）
ゲ
ー
ム
を

し
、
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
同

士
で
価
値
観
を
共
有
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
常
任
委
員
が
各

ブ
ー
ス
を
設
け
、
ク
イ
ズ
や
早

飲
み
、
筋
ト
レ
な
ど
の
ブ
ー
ス

を
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
回
り
、「
近

代
十
種
」
と
名
付
け
た
ゲ
ー
ム

で
点
数
獲
得
を
め
ざ
し
た
。

　

２
日
目
は
、
丹
波
市
発
祥
の

「
囲
碁
ボ
ー
ル
」
を
実
施
。
囲

碁
ボ
ー
ル
は
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
と

五
目
並
べ
を
組
み
合
わ
せ
た
よ

う
な
ス
ポ
ー
ツ
。
今
回
初
め
て

ス
テ
ィ
ッ
ク
を
握
っ
た
参
加
者

も
あ
っ
た
が
、
ル
ー
ル
が
分
か

る
と
チ
ー
ム
で
作
戦
を
考
え
、

高
得
点
に
向
け
て
一
体
感
が
生

ま
れ
、
盛
り
上
が
っ
た
。

　

閉
会
に
あ
た
り
、
澤
田
典
子

女
性
部
長
は
「
２
日
間
、
レ
ク

や
懇
親
会
を
通
し
て
交
流
で
き

た
ら
目
標
達
成
。
今
日
を
機
会

青年女性大交流会

共
に
学
び・
共
に
楽
し
む

新
た
な
交
流
で
深
ま
る
つ
な
が
り

参議院選挙結果

「岸まきこ」さん当選
全国で14万７千票を獲得

介護保険問題講演会
【日時】　９月９日（火）13：30～15：00
【会場】　尼崎市小田南生涯学習プラザ
　　　　　（尼崎市長洲中通１-６-10）

【講師】　小島美里さん
　　　　（NPO法人「暮らしネット・
　　　　 　　　　　 えん」代表理事）

災
害
対
応
を
学
ぶ

備
え
の
大
切
さ
を
再
認
識


